
地方公営企業におけるファイナンスの効率化と人材育成
（岩手県 岩手中部水道企業団）

将来の水道施設の更新財源である留保資金を効率的に運用するた
め、ファイナンス（資金調達・資金運用）に関する人材育成を実施。企業債
の調達方法を見直すことにより支払利息の低減を図るとともに、流動性・
安全性を確保した上で債券運用と預金運用により運用益の獲得に取り組
む。

担当 経営企画課
取組概要 人口 225,346人

保有債券の内訳

ファイナンスに関する人材育成と実践

○ファイナンスに精通した組織体制の構築
○支払利息削減（H26実績▲56百万円）
○運用益の獲得（H26～27実績 143百万円）

○無料の出前講座・セミナーを活用
した人材育成
○ダンベル型ポートフォリオの構築
と債券売却によって低金利環境下
においても増収

取組の効果

前例踏襲主義から脱却することで
大幅な歳出カットと歳入増加を実現

創意・工夫した点 他団体へのアドバイス

（億円）
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